


は　　じ　　め　　に

　水道は、県民が健康で文化的な生活を営む上で、欠かすことのできないライフライン施設　として、また、産業・経済活動を支える基盤施設として、重要な役割を果たしています。
　しかしながら、水道事業を取り巻く環境は非常に厳しく、人口減少に伴う料金収入の減少、深刻化する人材不足、水道施設の老朽化の進行、耐震化の遅れなど様々な課題に直面して　　います。
こうした課題に対応し、将来に渡り安全な水を安定的に供給していけるよう水道の基盤強化を図ることを目的に、国では、昨年１２月に水道法を改正したところです。
　県では、２０２０年をピークに人口減少が見込まれている中、今後も、県民に安定して水を届けるためには、水道事業者等の更なる経営基盤の強化を図った上で、施設の更新・耐震化、技術の確保・伝承などを推進していく必要があると認識しています。
そのため、九十九里地域・南房総地域の水道用水供給事業者と県営水道との統合に向けた協議を進めるとともに、各地域の水道事業者等の統合や広域連携の推進に向け支援を行っている　　ところです。
[bookmark: _GoBack]こうした中、平成３１年４月には、君津地域４市の水道事業が統合され、水道事業と　　　　水道用水供給事業の経営を一体で行う「かずさ水道広域連合企業団」が事業開始されることとなります。
また、長期的な視野に立った水道施設や体制の強靭化が図られるよう、水道施設の適切な　資産管理や更新・耐震化など各種計画の策定に向けた助言を行っているところです。
さらに、人口減少社会の到来などの変化に対応し、将来にわたり持続可能な水道事業の確立を目指して、「持続」「安全」「強靭」の３つを柱とした今後１０年間の取組を提示した「水道　事業基盤強化に係る千葉県基本計画（千葉県版水道ビジョン）」の策定も進めています。
今後も安全で良質な水の安定供給を目指し、本県の水道事業の基盤強化に向け取り組んで　まいりますので、関係者の皆様には、より一層の御理解と御協力を賜りますようお願いいたし　ます。
  最後に、本書の作成に当たり、調査に御協力いただきました水道事業者等をはじめとする　関係者の皆様に厚く御礼申し上げますとともに、本書が今後の水道事業運営等の御参考に　　なれば幸いに存じます。
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